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兵庫県のレッドリストには絶滅種、絶滅危惧A、B、Cのランクがあります。Aランク種は絶滅のおそれが非常に高く、緊急の対策が必要な種です。

いなくなったいきもの豊岡から すぐにも、いなくな
りそうな

いきもの

くさ

とり
くも

さかな

むし

かい りょうせいるい
えび・かに

Aランク種
●カワアイ
●ムシヤドリカワザンショウ
●ニクイロシブキツボ
●ヤマトクビキレガイ
●イボイボナメクジ
●トンガリササノハガイ
●ハマグリ

Aランク種
●ヒメヌマエビ
●アリアケモドキ

Aランク種
●アベサンショウウオ

Aランク種

Aランク種
●キノボリトタテグモ
●キノボリキヌキリグモ
●シッチコモリグモ
●カコウコモリグモ
●ヒトエグモ

●コウノトリ
●ヨシゴイ
●ミゾゴイ
●ミサゴ
●イヌワシ
●クマタカ
●シロチドリ
●コノハズク
●ヨタカ
●ルリビタキ
●ノビタキ
●ホオアカ
●ノジコ
●アオジ
●チュウヒ
●サンカノゴイ

絶滅種
●ヒメビシ
●ドクゼリ
●エゾオオバコ
●タカサゴソウ
●オナモミ
●トチカガミ

野生絶滅種（栽培中）
●オキナグサ
●キエビネ

Aランク種(現状不明)
●ツルフジバカマ
●エゾミソハギ

Aランク種
●ヘイケイヌワラビ
●クラガリシダ
●サンショウモ
●オオアカウキクサ
●ホソバイヌタデ
●マダイオウ
●モミジカラマツ
●コウホネ
●ヒメヘビイチゴ
●ヒメバライチゴ
●ヨツバハギ
●ヒメシロアサザ
●アオホオズキ
●オオマルバノホロシ
●イワギリソウ
●ニシノヤマタイミンガサ
●ウチワドコロ
●イワショウブ
●ミズアオイ
●サンインヒエスゲ
●アキザキヤツシロラン
●ツレサギソウ

絶滅種
●マダラシマゲンゴロウ
●スジゲンゴロウ
●オオウラギンヒョウモン
●ウスイロヒョウモンモドキ
●ダイコクコガネ

Aランク種
●モートンイトトンボ
●ヒヌマイトトンボ
●コバネアオイトトンボ
●アオハダトンボ
●ナゴヤサナエ
●ホンサナエ
●ヒラサナエ
●キイロヤマトンボ
●コガタノゲンゴロウ
●ゲンゴロウ
●アカマダラコガネ
●ホシチャバネセセリ
●クロシジミ

Aランクの魚は、川と海を行き来したり、真水と海水が混ざったところに住むものが多い。どれも数は少ない。

オオサンショウ
ウオは

生きた化石とも
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れ、特別天然記
念物。

絶滅度はBラン
ク

Bランクのタガメ、Cランクのミ
ズスマシも豊岡市では現状不明
で絶滅したかもしれない。ダイ
コクコガネは豊岡市では絶滅。

シッチコモリグモやカコウコモリグモは

県内で円山川の水辺にのみ生息。キノ

ボリキヌキリグモは深山幽谷の苔むし

た巨木の樹幹に生息している。

ホソバイヌタデ、マダイ
オウ、オオマルバノホロ
シ、ウチワドコロ、サン
インヒエスゲ、ヘイケ
イヌワラビ、Cランクの
ウスゲチョウジタデは
兵庫県では豊岡市に
しか生育しない。

絶滅種、絶滅危惧Aランク種
の豊岡

Aランク種
●サンインコガタスジシマドジョウ
●カワヤツメ
●シラウオ
●クルメサヨリ
●ニホンイトヨ
●シロヒレタビラ
●シロウオ
●クボハゼ
●エドハゼ

レッドリス
ト

レッドリス
ト

越冬個体群のマガン、コハクチョウはCランク。
冬鳥で普通種のアオジは繁殖個体群でAラン
ク。最近増えてきたヤイロチョウは要調査種だ
が環境省の国内希少生物。
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